
「地域を守る」獣害対策研究 
 

～これまでの経緯と成果～ 

三重県農業研究所 

 

 

 



柿を採食するサル 

■背景：三重県の獣害は全国的にも深刻な状況で、農業被害だけでなく、営農意欲 

     の低下や、人身被害なども問題となっていました。 

人家 

人家の横で採食するシカ 

三重県の農林水産被害金額 

農業を止めたい理由   （2011 山端） 

※農水省被害状況調査、三重県獣害対策課より 

獣害は営農意欲低
下の主な原因に
なっており、耕作放
棄地増加や農村の
荒廃の原因でもあ
ります 

サル、イノシシ、シ
カの農林水産被害
は７億円程度にも
上っています。 



■そこで、三重県農業研究所では、獣害を軽減するため、現地での社会実験的な
手法で、自然科学的研究と社会科学的研究を合わせた、総合的な獣害対策の研
究と広域な実証に取り組んできました。 

●農業研究所 獣害対策の取り組み概要 
 

１ 野生動物の分布や被害を把握する手法の開発 

 

２ 被害地域が活用可能な効果的な被害防止技術の開発 

 

３ 自治体や集落が活用可能な捕獲手法や機器の開発 

 

４ 「獣害につよい集落」のモデル育成や育成手法確立 

 

５ １～５を踏まえた普及啓発や技術指導 

 

６ 関係機関との連携や支援 

 

７ 新たな研究へのステップアップ 



１ 野生動物の分布や被害を把握する手法を開発しました  

成果① 

自然科学的な研究として、野生動物の分布や密度、 

また、その被害の状況などを把握する手法を開発し、 

各種の行政資料に役立てられています。 

ニホンジカの生息
密度 

ニホンジカの被害
分布 

被害発生の動向調
査 



社会科学的な研究も含
め、被害地域で実際に
使える種々の技術を開
発してきました。 

２ 被害地域が活用可能な効果的な被害防止技術を開発しました 

   例１：～サル、イノシシ、シカの侵入を防止可能な多獣種防護柵～  
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電気柵とフェンスの間から侵入

電気に触れて逃げる

電気柵に触れた個体と一緒に逃げる

下部から入ろうとしてあきらめる

登ろうとして途中であきらめる

登らない（素通りする）

成果②研究成果は「おじろ用心棒」という商品となり全国的に普及しています。
また、導入した農地では全ての獣種の防御が可能となり収穫が回復しています 

サルの接近
回数も減少 

設置した農地では収
穫が回復し、農家の
営農意欲も戻ってき
ています。 

設置した農地では、
次第にサルが近づ
かなくなりました。 

全国の様々な集落
や農地で普及が進
んでいます。 

注：兵庫県森林動物研究
センターとの共同研究 



②協力して、集落の
外れまで追い払う 

集落で力を合わせた
追い払いをした結果、
最近はサルが来ない
し、そばやびわなど、
あきらめてた農作物も
復活しました。  

A地区の追い払い方法 
 
サルが侵入したときは常に、複数の
住民がサルが侵入した場所に集ま
り、９名前後の集団で、集落の外れ
まで追い払いを実施しました。 

 

 
 

①サルが侵入し
た場所に集まり 

実施前 

A地区では、サル群の行動域や出没頻度
が変化し、被害が大幅に軽減しました。 

 「組織的な追い払い」の行動様式 
 
 集落を１つの農地と意識して 
 
  ①サルを見たときは必ず 
  ②集落の誰もが 
  ③サルが侵入した場所に集まり 
  ④集落の外れまで追い払う 
  ⑤複数の威嚇資材を使う  

２ 被害地域が活用可能な効果的な被害防止技術を開発しました 

   例２：～組織的なサルの追い払い手法と効果の実証～  

実施後 

最外郭法による行動域

固定カーネル法による95％利用エリア

固定カーネル法による50％利用エリア

成果③伊賀市A地区をはじめとす
る複数の集落での社会実験的な
研究により、「組織的な追い払い」
でサルの被害が軽減できることを
実証し、その手法を普及しました。
その事例は各種パンフレットや書
籍でも紹介され、全国に普及して
います 

群れがA地区を避け
るようになりました 

被害ヶ所、被害金額
ともに1/10以下に軽
減されました 

書籍でも紹介してい
ます（後述）。 

実施前 実施後 



３ 自治体や集落が活用可能な捕獲手法や機器を開発しました 

 例：～ICTによる檻・罠の遠隔監視・操作システム（まる三重ホカクン）の開発～ 

成果は商品化され、
全国で１００台以上が
普及するヒット商品に
なっています 

大型檻をスマート
フォンなどで遠隔監
視・操作できます。 

被害を防ぎながら、原因となる加害獣を捕獲するため、
新たな捕獲機器や手法を開発しました。 

大型檻をネットワー
クカメラで監視。 

成果④開発機器「まる三重ホカクン」とい
う商品となり、県内はもとより、全国に普
及しています。多いところでは６ヶ月で
130頭ものシカの捕獲に成功しています 



ＰＤＣＡ 

•Check •Action 

•Do •Plan 

計画 実行 

評価 修正 

ステップ２ アンケート調査 

意識や行動量、
被害量を特定
する調査によ
り①集落の被
害状況の把握 

②被害対策の取り組み状況の整
理・分析③被害マップの作成④被
害の指数化や金額換算（定量化） 

ステップ1 研修会・座談会 

研修会・座談会により、獣害
対策の基本を理解します。 

ステップ６ 具体的な研修と被害対策の実践 

出会い作業による
集落防護柵の設置 

集落での組織的な
追い払いの研修 

サルも防げる多獣種
防護柵作りの研修 

サルに効果的
な「組織的な
追い払い」 

ステップ３ 
集落の被害状況の把握 

アンケートの

分析結果の報

告会・研修会

により、集落

の被害状況等

を共有します。 

サイクル 

～集落ぐるみの追い払い実施前～ 

努力が実
らない 

集落内の追い払実
施農家の割合が少
なく、一部の人し
か追い払いしてな
いことが判ります 

追
い
払
い
回
数 無関心な人達 

集落農家No 

Ａ地区アンケート分析結果より 

ステップ５ 問題点や課題の整理 

アンケート結果や集落点
検の結果に基づき、具体
的な「できること」を決
めていきます。集落で被
害マップを作るワーク
ショップを開くなど、方
法は様々です。 アンケート結果を診断票

としてフィードバック 

活用方法の一例！ 

集落内の獣害場所、
被害対策の現状、
エサ場となってい
る状況などを点検
します。 

ステップ４ 現地研修会（集落点検） 

 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートの再調査により、被害
対策の効果を検証 

次年度の取り組みを整理 

ステップ７ 成果と残された 

被害が残る場所の問題点を整理 

課題の整理 

ポイント！ 
○問題点を文章化する 
 ・解決策や目標を明記 
 ・役割分担を明記 
＊「間違い探し」で終わらないこと！ 

４ 「獣害につよい集落」の支援方法を確立しました       

成果⑤被害を軽減できる地域作りを支援するため「獣害につよい集落」を育成す   

    るための支援方法を考案・実践してきました 



成果⑥ 

前述までの手法により、「獣害対策の5箇条」を示し、
「獣害につよい集落」のモデルづくりを進めてきました。
その中で、H20年から継続支援をしている伊賀市阿波
地域は、獣害を大幅に軽減し、優良活動事例として三
重県知事賞や農林水産大臣賞を受賞しました。県内外
から多数の視察があり、このモデルに倣って、各地で
「獣害につよい集落づくり」が進んでいます。パンフレッ
トや書籍、各種文献などでも広く普及が進んでいます。 

優良活動事例とし
て農林水産大臣賞
受賞（H25) 

視察や事例紹介の
講演なども多数
担って頂いてます。 

４ 「獣害につよい集落」のモデルを育成し、実際の 

  被害を軽減させることに成功しました       



成果⑦ 

研究や現地実証で得られた成果
や知見は、全て県のパンフレットと
して獣害対策課から発行するとと
もに、HPでも公開し、広く地域の
指導や研修に活用されています。 

注：ＨＰ参照 

県庁のパンフレットとして、
またHP等で広く公開し、
現場の研修資料として活
用されています 

５ １～５を踏まえ研究成果の普及・啓発や現地の技術支援をしてきました 

    ～マニュアルやパンフレット等による成果の広報～ 



５ １～５を踏まえた研究成果の普及・啓発や現地の技術支援をしてきました 

     ～研修会等による啓発や成果の普及～ 

成果⑧ 

県庁獣害対策課、市町、普及組織と連携
の上、「現場で使える研究」を目指し、広く
啓発や現場の技術支援活動を行ってま
す。また、農林水産省や環境省のセミ
ナー等の講師や委員としても、研究成果
を広く普及しています。 

  

 主な普及啓発や技術支援活動 

 ①県内外の獣害対策指導者セミナー等 

 ②県内外のフォーラム等 

 ③農水省、環境省の研修会・委員会 

 ④県内集落の座談会や現地研修会 

  

集落の点検活動研修 

大型捕獲檻の設置
手法支援 猿の効果的な追い払

い手法研修 
県の獣害対策指導
者育成研修 

集落単位の座談会
や研修会 

県の獣害対策フォー
ラム等 



NHKニュース 

テレビ朝日 
「報道ステーション」 

名古屋テレビ 
   「UP」 

成果⑨ 

 研究の成果や取り組み内容等は、新聞やTV等で頻繁に紹介されています。 

５ １～５を踏まえ研究成果の普及・啓発や現地の技術支援をしてきました 

    ～各種メディアによる成果の紹介～ 



６ 行政、普及組織と密接に連携し、これらの取り組みを継続しています 

          

群れ名 頭数 
群れを返せる山地の

有無 
加害レベル 管理の考え方 

大山田A 58 有 3 被害管理のみ 

大山田B 78 有 4 個体数調整と被害管理 

大山田C 54 無 4 被害管理しつつ群れの除去 

伊賀A 141 有 4 個体数調整と被害管理 

伊賀B 146 有 4 個体数調整と被害管理 

伊賀C 63 無 4 個体数調整と被害管理 

上野A 88 有 4 被害管理しつつ群れの除去 

          

市町のサル管
理目標の提案 

普及組織と連
携した、集落全
戸アンケートや
報告資料作成 

市町のシカ管
理目標の提案 

獣害対策課が
作成する特定
鳥獣管理計画 

成果⑪ 

県庁獣害対策課、普及組織、市町
等、県内の関係機関を支援しつつ、
連携して各種計画策定、現地実証
や調査等、種々の獣害対策を実施
しています。 

市町単位の獣害対策に
関する総合的な計画立
案支援（県事務所、普
及組織との連携） 

農業研究所 

獣害対
策課 

普及組織 
市町 等 

集落等 

総合的な獣害
対策の推進 

関係機関との
密接な連携で
獣害対策を進
めています 



７ そして、さらなる実証型の研究に取り組み始めています 

攻めの農林水産業の実現
に向けた革新的技術展開
事 

成果⑫ 

農林水産省の新規研究プロジェクトを
研究代表機関として運営しています 



■関係機関とも連携した、これらの取り組みにより、三重県の獣害 

 対策は全国的にも優れた取り組みと評価されています。 

 また、県内の獣害対策も進みつつあります。 

獣害が軽減できた成果は
出てきています。今後の更
なる取り組みが重要です。 

～今後も、さらに役立つ研究に努めます～ 

数年ぶりの収穫！ 

追い払いでサルが
来なくなった！ 

防護柵で被害がほ
ぼゼロに！ 

集落のまとまりが
重要！ 


